
Ⅳ 系統的な指導（小学校の授業モデル）

授業充実の３ポイント
学習活動

時間(分)
教師の具体的な働きかけ

を 踏 ま え た 学 習 過 程 形態

［目標の明確化］ １ 聖武天皇の生涯について知る。 ○ 年表（聖武天皇の生涯を示す，項目

１ 興味関心が生まれ を隠した年表）を提示し，天皇即位後

る導入 ２ 即位中は，飢饉や争いが起こっ の世の中の様子に着目させ，飢饉や争

２ 課題意識の焦点化 ていることに着目させる。 いが起こっていることについて話し合

３ 学習課題・めあて ３ 学習課題を設定する。 わせる。

の設定 ○ 「天皇に即位してからどんな思いで

いるのだろうか。」と発問し，大変な

４ 課題解決の見通しをもつ。 ８ 世になり何とかしなければならないと

４ 解決の予想と見通 一斉 いう問題意識に焦点化する。

し ○ 本時の追究課題は即位後の天皇とし

ての取組であることを確認する。また，

そのことを解決するための教科書の範

囲を確認する。

［山場の工夫］ ５ 自分の考えをもつ。 ○ 焦点化した問題意識を基に，「いつ，

５ 自力解決による最 (1) 聖武天皇の取組が分かる資料を ７ 何をしたのか。」という視点でノート

初の考えの構築 探す。 個 に記述させる。

・ 遷都 ・ 国分寺 ○ 机間指導をする際には，「いつ，何

・ 東大寺 ・ 大仏建立 等 をしたのか。」という視点で調べたこ

(2) 調べた資料を基に，聖武天皇の ３ とを時系列で確認させる。

考えや願いについてまとめる。 個 ○ 本時の学習のまとめを意識させなが

６ まとめたことをグループで話し らキャッチコピーを作らせるために，

６ 考えの交流 (学び 合い，聖武天皇の取組をキャッチ 15 「聖武天皇の取組をまとめて言うと，

合い) コピーにする。 グループ 何のために何をしたと言えるだろう

か。」と発問し，社会の不安を鎮める

ために，仏教の教えを広めることで国

を治めようとしたことを捉えさせる。

○ どの資料から読み取ったのかが分か

るように発表させるために，根拠とな

る資料を明らかにして話し合わせる。

７ 自力解決による最 ７ グループごとにキャッチコピー 10

終的な考えの構築 を発表する。 一斉

［確かめ見届け］ ８ 学習のまとめをする。 ○ 本時のめあてを振り返らせ，「仏教

８ 学習のまとめ ７ の教え」をキーワードにノートに説明

一斉 させる。

９ 習熟 ○ 世の中の様子や取組を振り返らせる。

10 振り返り ９ 習熟を図る。

［対話的な学び］
○ 発表させる際には，「～の資料から○○と
いう言葉を使って俳句にしました。」と説明
をさせる。

○ 説明が不十分な場合は，「資料のどこから
分かったのか。」を問いかける。

聖武天皇は即位してから，どのように
国を治めようとしたのだろうか。

小学校でも，根拠や理由をもって説明できるようになることが必要だよ。自分の
考えの根拠や理由になる事実を，資料から読み取ったり，複数の資料を比較・関連
付けたりして，工夫や努力，苦心が明らかになるような授業にしよう。

都をうつして政治を安定させたり，仏
教の教えを広めて社会の不安をしずめた
りして，この国を治めようとした。

① 教科書の範囲を確認する。
② 時系列で聖武天皇の取組をノートに
書く。

③ 取組についてグループで話し合い，
キャッチコピー(俳句)を作る。

④ 全体で学習のまとめをする。

＜キャッチコピー(俳句)の例＞
【Ａ規準】
・ 国分寺 全国に建て 不安鎮めよ
・ 都うつし どうにかしたい 不安な世
・ 大混乱 助けて欲しい 仏様
【Ｂ規準】
・ 仏教の 教えを広める 国分寺
・ 都かえ 結局もどすよ 平城京
・ 仏教の 力を借りて 国治め

【Ａ規準】：社会全体の様子や聖武天皇の

取組が分かる内容

【Ｂ規準】：聖武天皇の取組が分かる内容視点４

発表のルール

聞き方のルール

１ 単元名 天皇中心の国づくり（全５時間）

２ 目 標 聖武天皇が即位してからの取組について調べたことを通して仏教の教えを広めること

で国をおさめようとしたことをとらえることができる。

視点３

視点２

視点１

【コアティーチャーネットワークプロジェクト社会科部員】
枝迫大明(奄美小)，野元初美(伊津部小)，池田直也(古仁屋小)，上口義彦(龍瀬小)，岩﨑雅彦(兼久小)
園山公平(名瀬中)，江口敬弘(住用中)，中野達也(赤木名中)，星野清(油井中)，湯原亮一(田皆中)

淀修司(奄美市教育委員会)，新屋公彦(大島教育事務所)

Ⅰ 授業の概要

１ 単元名 第１学年「古代までの日本」（全７時間）

２ 節・項 「古代国家の歩みと東アジア社会」「奈良時代の人々の暮らし」

【教科書P44,45】

３ 目 標 奈良時代の人々の暮らしを，複数の資料を関連付けながら，自他の意見の

交流を通してまとめ，説明することができる。

「鹿児島学習定着度調査」の結果（県の平均正答率との差）から

小５ 中１ 中２

H27 H28 H27 H28 H27 H28

観
思考・判断・表現 0.2 0.9 -1.4 -0.4 -2.4 -1.4

点
資料活用の技能 -0.9 2.2 -3.2 -3.4 -1.9 -1.4

知識・理解 0.8 2.8 -0.6 -2.7 -2.4 -4.9

内
国土の様子 世界の地域構成 日本の地域構成 1.3 2.9 0.3 0.5 -2.0 -1.1

容 小 農業
中

人々の生活と環境
中

日本の地域的特色 -0.9 0.7 0.0 -1.2 -2.2 -3.1

領 ５ 水産業
１

世界の諸地域
２

日本の諸地域 1.0 3.3 0.0 -0.8 -1.9 -2.6

域
工業 歴史のとらえ方 近世の日本 0.7 1.6 -3.6 -5.3 -2.7 -4.2

運輸・貿易 古代までの日本 -2.4 2.3 -2.8 -3.7

「H28鹿児島学習定着度調査」の資料活用の問題から

「かごしま学力向上プログラム」の一環として行われたコアティーチャーネットワークプロ
ジェクトで「質の高い授業」のモデルづくりに取り組みました。
大島地区で課題のある単元や指導法に焦点を当てていますので，ぜひ，参考にして日々の授

業に生かしましょう。

中１ ５－３

キーワードとなる語

句を使う。

それぞれの資料から事実を的確に読み取る。

複数の資料を比較・関連

付けて設問に対する説明を

明らかにする。

それぞれの資料から的確に事実を読み取り，設

問の意図に合わせて，説明することができるか。

なぜ，この単元を選んだのかな？

特に，それぞれの資料から的

確に事実を読み取り，比較・関

連付け，キーワードとなる語句

を使って説明する力を付ける必

要があるね。

観点では，資料活用において，

県との差が大きいね。

大島教育事務所



「H28鹿児島学力定着度調査」の質問紙から

小５ 中１ 中２

先生の説明を聞く 22.5％ 32.3％ 35.1％

自分の考えを文章にまとめる 8.6％ 5.5％ 5.2％

自分の考えや資料をもとに話し合う 8.8％ 4.5％ 3.0％

Ⅱ 授業づくりの視点

授業づくりの視点

Ⅲ 授業モデル（オープンサポート教科フォーラムで模擬授業を実施）

授業充実の３ポイント
学習活動

時間(分)
教師の具体的な働きかけ

を 踏 ま え た 学 習 過 程 形態

［目標の明確化］ １ 人々は戸籍に登録され，班 ３ ○ 「古代の戸籍」を提示し，戸籍

１ 興味関心 田収授法により，口分田が与 一斉 の登録について説明する。

が生まれる えられたことを知る。 ○ 与えられた口分田の広さを実感

導入 ２ させるために，25ｍプールいくつ

２ 課題意識 ２ 逃亡者がいることを知る。 一斉 分の広さなのかを説明する。

の焦点化 ○ 学習課題を焦点化するために，

「ある地域の戸籍の登録者」を提

示し，逃亡者がいることと口分田

３ 学習課題を設定する。 ２ が与えられることとを関連付けさ

一斉 せ，問題意識を高める。

３ 学習課題

・めあての

設定 ４ 課題解決の見通しをもつ。 ２

４ 解決の予 一斉 ○ 課題に対する自分の考えをもた

想と見通し せるために，予想を立てさせてか

ら，自力解決を始めさせる。

(1) 資料を見ないで考えさせる。

(2) 資料を使って調べさせる。

授業に何が足りないのかな？

教師の説明を聞く授業が多いと感じている児童生徒が多いね。

自分の考えを表現したり，友達と根拠を基に話し合ったりする授業へ

の改善が必要だね。

「対話的な学び」を実現させるように工夫することが大切だね。

そして，教師主導でなく，児童生徒の主体的な活動となるようにしな

ければならないね。

どんな指導をしたら，ねらった力を身に付けられるかな？

それでは，授業づくりの視点を踏まえて，平成29年度コアティーチャーネットワ

ークプロジェクトで作成した授業モデルを見てみましょう。

① 自分の考えをもつ。
② グループで話し合い，意見をまと
める。

③ グループの意見を発表する。
④ 全体で学習のまとめをする。

奈良時代の一般の人々の中には，なぜ，

逃亡する者がいたのだろうか。

特に，社会科は，ペアやグループにおいて「調べて考えたこと」を，根

拠や理由をもって表現できるように授業を工夫しなければならないね。

○ 課題を解決したいという問題意識を高める
ために，口分田を与えられながらも逃亡する
者がいることへの矛盾を感じさせておく。

視点１

【視点１】 問題解決的な学習にするためのめあてが設定できているか。
【視点２】 自分の考えを確実にもたせているか。
【視点３】 ペアやグループでの活動「対話的な学び」を取り入れ，考えを交流させる場

を設定しているか。
【視点４】 「発表のルール」「聞き方のルール」を活用した全体発表の場「対話的な学

び」を設定しているか。

［山場の工夫］ ５ 自分の考えをもつ。 10 ○ 課題解決のために必要な資料は

５ 自力解決 (1) 自分なりの考えをもつ。 個 １枚にまとめて配布する。

による最初 (2) 配布資料を基に考えをま ７

の考えの構 とめる。 個

築

６ 考えの交 ６ グループで話し合い，意見

流 ( 学 び 合 をまとめる。

い) ８

グループ

◯ 全ての生徒に②の話型を求める

のでなく，①の話型も使わせ，根

拠や理由をもって説明できる楽し

さを味わわせるようにする。

７ 自力解決 ７ グループの意見を発表する。 10 ◯ 根拠や理由を明確にするために

による最終 (1) ホワイトボードに記入し 一斉 全体に発表する際にも，「発表の

的な考えの たまとめを発表する。 ルール」を意識させて発表させる。

構築 (2) 他グループの発表を聞き， ◯ 配布資料①～⑥を拡大掲示し，

考えを再構成させる。 発表の際に使わせる。

［確かめ見届け］ ８ 本時のまとめをする。 ◯ 明らかになったキーワード（重

８ 学習のま ４ い税，労役の負担，貧しい生活）

とめ 一斉 を基にしてまとめをワークシート

に記述させる。

◯ 当時の人々の苦しさを想像させ

るために，「貧窮問答歌」（万葉

９ 習熟 ９ 本時の学習を振り返る。 集）を紹介し，貧しさをより実感

２ 的に捉えさせる。

10 振り返り 10 次時の学習内容を確認する。 一斉 ◯ 一般の人々以外の貴族の生活，

奴婢の生活にも触れる。

右の聞き方のル

ールを示し，発表

を聞かせながら，

３点に即して上の

ワークシートに記

述させる。

【配布資料】

①古代の戸籍 ②班田収授法

③衣服関係 ④住居関係 ⑤食事関係

⑥その他(一般の人々の負担，防人の歌）

視点２

視点４

○ 根拠を基に個人の意見をグループ内で表現

できるようにしたワークシートを活用する。

〔対話的な学び〕

○ ①は，１つの資料から読み取れたことを基

にして説明させる。

○ ②は，２つ以上の資料から読み取れたこと

を基にして説明させる。

一般の人々に対する，重い税と厳しい

労役の負担による貧しい生活に耐えられ

なかったから。

①～⑥は，

資料番号

〔対話的な学び〕

○ 自分のグループで明らかになったことを基

にして，他グループの発表を記述させる。

○ 自分のグループとの類似点や相違点を聞き

取らせながら，同意，補足，反論の視点で記

述させる。

視点３
発表ルール

① ○○という資料から□□とい

うことが分かるので△△ではな

いかと思います。

② ○○という資料と◇◇という

資料を比較して（関連付けて）

□□ということが分かるので，

△△ではないかと思います。

聞き方ルール

① 同意

「そうだね。」「同じだ。」

② 補足

「他には～。」「それと～。」

③ 反論

「でも～。」

発表のルール

聞き方のルール


